



















太結節直下とさらに遠位で切断した二種類の2・partの骨折モデルを作成し. hook plate(MIZUHO)， 
















木研究は， 上腕骨近位端骨折に対するhookplate. T型plate.multiple pinningの?ー種類の圃定材料
の固定強度の比較検討を行った。エボキシ樹脂製人工骨とSAWI30NE社製人工骨とホルマリン固定屍体
骨の三種類の骨を使用し，大結節直下とさらに遠位で切断した二種類の2-partの骨折モデルを作成し.










下げていた。しかし， hook plateでは.初期固定性はT型platcに投ばないが， plate部とhook部が一体
化しているために，この間で動きが起こらず，繰り返し試験では弛みを生じ難く，固定性を大きく低下さ
せなかった。まとめとして， hook pJateは骨折部が近位になればなるほど固定性が良好であり， plate自
体が小さいために外転時にインピンジメントをおこさず， しかも繰り返し負荷で固定性が大きく低下せず
単期より運動療法が行え，上腕骨近位端骨折に最適な固定怯と考えられた。
以上の研究は整形外科学の骨折治療の分野において寄与するところが大であると考えられるc
よって本研究者は博士〈医学)の学位を授与されるに値すると認められる。
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